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「エネルギーの地産地消」の新事例
～地域新電力を中心とした地域経済活性化～
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自然電力のご紹介
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自然電力のビジョン
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＠佐賀県唐津市

自然エネルギー100%の世界を共に創る

4

私たちは自然エネルギー100%の世界を最速で実現するために、
必要なすべてのサービスを提供し、「つくる」と「つかう」の
好循環で、自然エネルギー100%の世界を仲間と共に創ります。
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創業メンバー / 代表取締役
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川戸健司
大学卒業後、風力発電事業を行
う会社にて大規模風力発電所の
資金調達や案件開発の主導、経
済産業省や電力会社との交渉な
どを担当。主に資金調達や事業
計画の立案、自社保有発電所の
運営を担当。

長谷川雅也
大学院卒業後、アビームコンサル
ティングにて、大手金融機関向け
の業務改善プロジェクトに従事。
その後、風力発電事業を行う会社
にて風力発電所の開発や事業計画
等を担当。

磯野謙
大学卒業後、株式会社リクルート
にて、広告営業を担当。その後、
風力発電事業会社に転職し、全国
の風力発電所の開発・建設・メン
テナンス事業に従事。主に新規事
業を担当。自然電力ファーム株式
会社代表取締役も兼務。

自然エネルギー事業会社での同僚同士、苦しい時期を乗り越えた仲間と起業
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新聞記事
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2019年3月20日の朝日新聞記事より
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会社概要
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社員出身国 28 カ国幅広い年齢層 20 代〜70 代

社名 自然電力株式会社

設立 2011年6月

所在地 〒810-0062福岡県福岡市中央区荒戸1-1-6 福岡大濠ビル
（本社）

〒113-0033 東京都文京区本郷 4-9-22 本郷フジビル
（東京オフィス）

代表取締役 磯野謙、川戸健司、長谷川雅也

従業員数 190（2019年4月1日時点）

資本金 607,149,150円（資本準備金含む）

株主 経営陣、社員、東京ガス等

事業内容 再生可能エネルギー発電所の開発(D)事業、独立系発電(IPP)事業、
アセットマネジメント（AM）事業、小売事業等

取引実績 主要取引先：三井物産、TOENEC（中部電力グループ）、ゼネラ
ル・エレクトリック、東京ガス
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自然電力で原発1基分の再エネ発電所を建設
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唐津市湊風力発電所
（約1.99MW）

合志農業活力プロジェクト太陽光発電所
（約1.4MW）

太陽光、風力、小水力等、これまでの完工実績は、70か所以上

小布施小水力発電所
（約110万kWh/年）

石巻沼津太陽光発電所
（約14MW）
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事業領域の拡大
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2011年の東日本大震災を契機に創業。再エネ発電所を作って管理する事業に加え
て、作った再エネを販売する事業を開始

電気を販売する電気を作る発電所をつくる
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特徴 地域とのつながり
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合志市との包括連携協定

特徴 地域との協業
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合志農業活力プロジェクトの全体像
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特徴 1% for community
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弊社が保有する発電所（共同事業やアセットマネジメント業務を通して管理する発電所を
含む）の売電収益の0.5-1.0%程度を、地域のために活用するプロジェクト。
現在、熊本県合志市、佐賀県唐津市にて展開中。
農業インフラへの設備投資のほか、地元農産品を活用したクラフトビール開発等を推進中。

また、これらの資金を集約し、地域や社会課題の解決に取り組む事業者への支援を行う
「自然基金」を設立。

特徴 1% for community

・株式会社コラボプラネット
学習塾ブランチ
（https://www.blearnch.com/）
九州エリアを中心に大手学習塾
の無い過疎地域等で、「教育を
通した地域の活性化」を目指し、
遊休施設を活用し地域に密着し
た学習塾を展開するベンチャー

13
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地域からの高い関心
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https://www.youtube.com/watch?v=9LbBb2A3j10

特徴 Global & Local
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世界の潮流
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世界の潮流①「RE100」
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「RE100」とは、
地球温暖化を食い止め、低炭素社会への移行を実現するため、

事業運営を100%再生可能エネルギーで調達することを
目標に掲げる企業が加盟するイニシアチブです。

2014年に開始され、2019年2月16日時点で、
世界中で164社の企業が加盟しています。

欧米では、
『RE100』を目標にしていないと銀行の融資が受けられないなど

新たな企業価値測定の基準にもなってきています。
日本でも15社が加盟。

http://there100.org/
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世界の潮流②「SDGs」

19

持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として，
2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された
2016年から2030年までの国際目標です。

持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成され，地球上の誰一人として
取り残さない（leave no one behind）ことを誓っています。
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世界の潮流③「パリ協定」
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■１９０カ国以上が合意した国際条約

→地球温暖化に対して、どのように国際社会が協力して対応する
かを決めた国際条約

■２℃より十分低く、できれば1.5℃に

→全体目標は、地球の温暖化を産業革命前と比較して、2℃より十
分低く、できれば1.5℃に抑えること

→そのため、できる限り早く世界の温室効果ガス排出量をピーク
アウトし、21世紀後半には、排出量と吸収量のバランスをとる

■脱炭素化

→今世紀後半には、実質的な排出量はゼロに
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世界の潮流④テーマは気候変動・温暖化問題の解決

21

「ノルウェー」© Asaki Abumi

スウェーデンのグレタ・トゥーンベリさん。

若干16歳ながら、今、世界で最も影響力があ

る人物とされている。昨年夏にたった一人で

「効果的な温暖化対策をとらない大人たちに

対するスクールストライキ」を敢行。世界中

120カ国以上で数十万人が参加する活動へ。

https://www.youtube.com/watch?time_continue

=10&v=zrF1THd4bUM

©ヒマラヤ・アーカイブ・ジャパン 「ベルギー」2019/02/01毎日新聞
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世界の潮流⑤再生可能エネルギーへの取組
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地方自治体も一体となった取組
を模索

2030年には
再エネ比率を22~24% に

太陽光や風力などの再エネ電源
づくりが国家課題

再エネへの取組が遅れている日本

2017年度 資源エネルギー庁調べ
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世界の潮流⑥エネルギー源は再エネへシフト
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アフリカ

北米

南米

東南アジア、オセアニア

アジア中東

東ヨーロッパ
EU

産業としての再生可能エネルギー（2015年時点）
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産業としての再生可能エネルギー（2040年時点予測）

世界の潮流⑥エネルギー源は再エネへシフト
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世界の潮流⑦産業構造の転換
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18世紀以前
（ヨーロッパ）

19世紀 20世紀 21世紀

コミュニケーション 印刷機 蒸気印刷機→新聞
電話・テレビ・

ラジオ
インターネット・

IoT・AI

エネルギー 風力・水力 石炭 石油
再生可能
エネルギー

輸送 船・馬 蒸気機関車 自動車
電気自動車
（自動運転・
シェアリング）

ジェレミーリフキン
限界費用ゼロ社会 ＜モノのインターネット＞と共有型経済の台頭

コミュニケーション、輸送、そしてエネルギーの転換期
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地域新電力
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人口：約1万1000人 面積：19.12㎢（長野県最小面積の町）

約5km

長野県の「北信」地方 直径わずか5kmの面積

小布施町の概要

28
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小布施町の概要

29



Confidential

江戸末期の小布施の豪農・豪商であり、
北斎をはじめとする文人を数多く招いた

江戸末期、80歳を超えてから4度小布施
に滞在し、多くの肉筆画を残した

現在の町の中心に出来た「六斎市」が最大のマーケットに。
多くのミリオネア（豪農・豪商）が生まれた小布施は、江戸末期に最盛期を迎え、
多くの文化的遺産が残された。

高井鴻山 葛飾北斎

小布施町の概要

30
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「外はみんなのもの、中は自分のもの」「歩いて楽しい、便利な、抜け道の多いまちをつくる」
というコンセプトが明確化

線から面へ「町並み修景事業 1982~」による「回遊都市」「景観都市」の成立

小布施町の概要

31
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現在は「協働と交流のまちづくり」が旗印

小布施町の概要

32
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小布施町と自然電力
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2012年 6月 小布施エネルギー会議スタート。自然電力㈱として参加

2017年12月 長野自然電力合同会社が小布施松川小水力発電所の工事着工

2018年 8月 ながの電力株式会社 設立

2018年11月 小布施松川小水力発電所売電開始。ながの電力㈱事業開始
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小布施町と自然電力
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出力：190kW
年間発電量：約110万kWh（キロワット時）
※一般家庭約350世帯分に相当

オーストリア GUGLER Water Turbines社
のフランシス型水車

小布施町と自然電力
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2018年11月27日稼働スタート

長野県が公募した補助対象事業、「平成 29 年度自然

エネルギー地域発電推進事業」への提案が採択され、

2017 年 12 月 14 日に、松川小水力発電所を着工。

https://youtu.be/1wGRygkP9Ao
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2019年6月12日 信濃毎日新聞朝刊
36

小布施町と自然電力
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ながの電力㈱
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ながの電力は、自治体や企業、個人向けに供給する電気のうち、地域でつくった自然エネルギーの割合を
増やしていきます。また、電力供給のみならず地域のネットワークを活用した生活インフラサービスの提供を
行うことで、益々地域での雇用を創出し、長野県が「人と自然エネルギーが心地よくつながる町」として、
新たな地方創生のモデルケースの一つとなることを目指します。

2018年11月から、小布施町、㈱Goolight、自然電力㈱で『ながの電力』を設立し、
事業を開始

（出資比率１％）

（出資比率51％）（出資比率48％）
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ながの電力㈱ 事業内容
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小布施松川小水力発電所を始め、
長野県内でできた電気且つ環境
に優しい電気をお届けする予定
です。

小布施松川小水力発電所のほか
にも小水力発電、太陽光発電所
の開発を行い地元産の自然エネ
ルギーを作る予定です。

電気に限らず通信インフラと連
携し将来生活サービスを提供し
ていく予定です。
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小布施町の
使用電力量の

約20%の
自然エネルギー供給を実現

小水力発電所

屋根置き発電所

ながの電力㈱ 事業内容

39
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 再エネ100%の電気
 断熱効果による省エネ
 停電時の電源
（将来的に蓄電池の導入で夜間対応も可能に）

 余剰売電（FIT制度）

屋根上太陽光発電（TPO）

40

屋根

太陽光発電設備

一般送配電事業者
（中部電力）

不足分は、ながの電力より再エネ
100%の電気を供給

屋根に太陽光発電設備（自然電力所
有）を無料設置し、再エネ100％の
電気を直接供給

ながの電力

屋根上に太陽光発電設備を無料設置し、そこで発電された電気を施設に直接供給。
時間帯により、余剰分の電気はＦＩＴ売電、不足分の電気はながの電力㈱から小売供
給。該当施設では、再エネ100%の電気の利用が実現。

 直接供給

余剰分の電気はFIT売電

 不足分の電気を供給
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自然エネルギーのコスト

41

Source: Bloomberg New Energy Finance

太陽光発電コストダウン
（年度比較）

・2009年比：90％低下
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ＴＰＯ先行事例
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米国では「初期費用なし、電気料金即削減」という「TPO」と呼ばれる

住宅用太陽光発電モデルが急成長

<住宅用太陽光発電市場における州別TPO浸透率>

ソース：National Renewable Energy Laboratory
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まずはここから
スタート

小布施松川
小水力発電所

景観に配慮した
屋根上太陽光発電

IoT、訪問

デジタルデバイスを活用
した各種サービス

電気の地産地消を目指す「自然エネルギー事業（電力小売、景観に配慮した屋
根上太陽）」、地域課題を解決する「生活インフラサービス事業」を展開

自治体/企業/
家庭へ地域で
つくった再エ
ネ100%の電気
を供給

地域に必要な
生活支援サー
ビス（見守り
等）を提供

自然エネルギー事業 地域特有の課題を解決する
生活インフラサービスを提供

ながの電力㈱ 事業内容

43
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発電
Electricity 

Production

小売
Electricity 

Retail

通信
Network(BWA)

非観光型
Tourism

(協働と交
流)その他インフラ

（ガス・水道）
Other 

infrastructure
(Gas, water etc.)

農業
Agriculture

ながの電力㈱ 事業内容

44
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ながの電力㈱ 事業内容

3ヶ月に1回「ホクサイアカデミー」開催。
地元や観光客に向けた自然エネルギー普及への啓蒙活動を実施。

「太陽光発電設備の組み立て」「松川小水力発電所の見学」「ソーラークッカーをつくろう！」などの
テーマで実施。

45
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現在の地域循環の仕組み

現在は、地域の再エネ電源で発電した電気は一般送配電事業者（中部電力）に一
旦売電し（全量・余剰の場合あり）、その後、小売電気事業者が電気と環境価値
を買い戻して、地域の需要家へ供給する仕組み。

FIT
小水力
太陽光他

一般送配電
事業者

費用負担
調整機関
（GIO）

ながの電力 自治体
・企業・家庭

非化石価値
取引市場

<発電事業者> <小売電気事業者> <需要家>

FIT売電 電気

環境
価値

<送配電事業者> <市場>

電気

小布施松川小水力発電
所により約360世帯の
電気を賄うことが可能

一般送配電
事業者

電気

環境
価値

<送配電事業者>

46

46
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将来の地域循環の仕組み（Step1）

FIT制度を使わない発電事業を行うことで、一般送配電事業者へ一旦売電してその
後買い戻す、というプロセスがなくなるため、再エネ電源と環境価値の紐づけが
シンプルでわかりやすくなる。

Non-FIT
小水力
太陽光他

ながの電力 自治体
・企業・家庭

<発電事業者> <小売電気事業者> <需要家>

電気

環境
価値

電気 一般送配電
事業者

電気

環境
価値

<送配電事業者>

FIT制度を使わない発
電事業スキームが必要

長期契約

環境
価値

47

47
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将来の地域循環の仕組み（Step2）

蓄電池を調整力として導入することで、地域で開発した再エネ電源を安定電源と
して安定的・効率的に活用できるようになる。

Non-FIT
小水力
太陽光他

ながの電力 自治体
・企業・家庭

<発電事業者> <小売電気事業者> <需要家>

電気

環境
価値

電気 一般送配電
事業者

電気

環境
価値

<送配電事業者>

・主に日中の余剰電
力を貯める

長期契約

環境
価値

・ピークカット
・他地域への提供

・市場リスクの吸収

48

48
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将来の地域循環の仕組み（Step3）

ながの電力が特定送配電事業者になることで、電気の託送においても一般送配電事
業者を介さないため、再エネ電源と需要家をダイレクトにつなぐ完全な地産地消を
実現できる。

Non-FIT
小水力
太陽光他

ながの電力 自治体
・企業・家庭

<発電事業者> <小売電気事業者> <需要家>

電気

環境
価値

電気 電気

環境
価値

<送配電事業者>

長期契約

環境
価値

ながの電力

・主に日中の余剰電
力を貯める

・ピークカット
・他地域への提供

・市場リスクの吸収

49

49
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北信エリアでの連携

50
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人材流入モデル：「自分の愛する町で暮らす」

51
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地域新電力が必要となる背景

54

自然エネルギー
100%の社会へ

過疎化・高齢化
送電網や生活インフラ
老朽化

地域産業振興したくても財
源がない

地球温暖化の問題(CO²削減)

災害非常時の電源確保

安心安全で持続的な
まちづくりをしたい

オール電化→電気依存率が
増大→安くてクリーンな電
源を確保したい

電気を地域でつくって
地域で使う、
「地産地消」へ

電気のこと

地球環境課題

地域でも自然エネルギー
に取り組む必要性

地域の構造課題

まちの課題
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エネルギー地産地消の先に

●エネルギー事業(地域新電力)を核に

●その先には地方創生の担い手へ

エネルギーの地産地消

自然エネルギーの自給自足
安い電気の地域内供給

公共サービス
地域インフラ・サービスの

維持・管理

上下水道・道路・公共交通
教育福祉施設・廃棄物処理・・・

産業振興
新たな収益源・雇用・未来の創出

エネルギー・観光・物産品
農業・工業・・・

守 攻

得られた収益の
再投資

地域新電力の目指す
GOAL

電力の地産地消を推進し
つつ

最終的には[地域創生]の

推進主体となる
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ドイツのシュタットベルケ①

●自治体が主導するエネルギー・生活インフラ構築の先進国

○シュタットベルケとは？

・ドイツ語で直訳すると"町の事業"を意味する言葉
・電気、ガス、水道、交通などの公共インフラを整備・運営する
自治体所有の公益企業（公社）

●ドイツ全体で約1,400社
●電気事業を手がけるシュタットベルケは900社超
●ドイツの電力小売市場で約20%のシェアを占める

地域資源
の活用

地域雇用
の創出

地域密着の
サービス
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ドイツのシュタットベルケ②

●オスナブリュック市（人口16万人）

・1858年設立（創業160年）
・市が100%出資する民間会社

・売上540億円
・資本金200億円
・雇用者900名

[展開する事業]

○エネルギー関連
・電気小売事業
・ガスの小売事業
・再生可能エネルギー発電事業
・地域熱供給
・上下水道施設の運営サービス
・地域内の配電網の管理運用
サービス

○生活サービス関連
・地域の公共交通サービス
・公共プールの運営サービス

地域の維持や活性化のために

全体で黒字を出しつつ

赤字でも地域に不可欠なサービスを提供

黒字

赤字

赤字でも地域のために運営

していることをアピール

（ブランディング）

価格が高いにもかかわらず

80%の世帯が電力契約
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地域新電力の意義
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環境

クリーンな
エネルギー
を創出

防災

非常時の電源
としての活用

経済効果

地域内
事業創出
・課題解決

人材流入

新たな産業の創
出により、”自分
の愛する街で暮
らす”が可能に

地域新電力の意義


